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要旨・三次元人体計測装置を用いて精度よくフレアースカートの形状を計測することによって、素材

とフレアースカートシルエットの関係を明らかにすることを目的とした。 10種類の異なる素材を用

いて同一パターンでタテ地とバイヤス地のフレアースカートを製作し、三次元計測装置を用いて形

状を採取し、裾断面積キ唱居広がり角度を計測した。裾断面積は断面形状の採取によって簡単に求め

ることができ、裾断面積が大きくなると梶広がり角度が有意に小さくなっt~o素材特性との関係は、

裾断面積と曲げ、せん断、ドレーフ篠数との聞に有意な高い相関関係がみられ、三次元人F帯情~装

置を用いてのシルエット形状計測の有用性が確認されt~o

1. 緒言

アパレル生産において、同一のパターンを用

いて異なる素材の衣服の生産を行うことは多しL

しかし、素材の特性によって完成された衣服の

シルエットが異なることはすでに知られている

1)。このような場合のパターン修Eは現在でも

パタンナーの経験値に任せられている。 1970

年代[C)II端、丹羽らによって KES計測システ

ムが開発されて以来2)、素材の力特句特性と衣

服のシルエットの関係についての研究報告は多

く行われてきた3)，4)， 5)， 6)。しかし、当時は完

成された衣服の裾形状の計測方法としてミラー

反射を用いた写真撮影方法などが用いられ、計

測方法に苦心の跡が伺える。近年、人体計調胴

の三次元人情十測装置の開発に伴い、人体を立

体で捉える動きが強まっているが、こ¢装置を

用いることによって、衣服の断面形状を容易に

そして正確に採取することが可能となった。そ

こで、この装置を利用して衣服のシノレエットを

正確に採取し、素材特性との関係を明らカ斗こす

ることによって、衣服のシルエツト計測方法の

有用性を確認、すること目的とした。本報ではフ

レアースカートを用いてそのす有面を試みた。

2 方法

2-1 ~鵡ヰ

実験に用いた生地は 10種類で、素材の特徴

を表1に示す。綿、ウーノレ、混紡、合崩事訴佐な

ど、車郎裁も綴訴佐も異なるものを幅広く選択した。

2-2フレアースカートの製作

上述の 10種類の生地を用いてフレアースカ

ートを製作しt::."各生地で前後中心がタテ地と

バイヤス地の 2種類を製作した。 W64cm、

H91cm、スカート丈60c皿の2枚はぎで、脇フ

ァスナー、ウエスト 3cmのベルト仕上げとした。
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2-3素材特性

KE8計測システム(カトーテック)を用いて

の耕オの力判官特性とドレープ係数(対等同

会社)の測定を行った。表2に計測項目を示す。

表2素材特性の動則項目

開講轟師
事lっ張')仕事量

引っ張りレジリヱンス
伸び車
曲げ同性

曲げヒステリシス
せん断剛性

せん断ヒステリシス(0.5・)
せん断ヒステリシス(5")

平均摩僚係数
摩擦係数回査勤

表面白凸凹由韮動
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引張り

曲げ
図1にフレアースカートのパターンを示す。縫

製にあたっては、事前にデ、ジタルテンションメ

2-4スカート形状の測定

せん断

垂直

庄縮

ーターを用いて各生地に適した糸調子の確認を

行った。デジタルテンションメーターはミシン

の上糸・下糸の張力を測定するもので、岐阜県

産業拡術センターで開発され、文化ファッショ

ン大学院大学との共同研究により使用方法が統

ーされた。これによって、薄却損害材・超帯由素

材を中心とした多くの機操件がデータ化され

縫目バランスの良川縫製完封牛の法則性が発見さ (キプリ

ス9AR)に着装させ、三次元人情十測装置(浜

松ホトニクス)にて各スカートをスキャンし、

その形状を採取し九計調uは文化・脚部態機

能研究所の協力を得て行う。スカートは同一の

ボディに着装させ、円本主上の台の上に設置して

計測した。これはボディを垂直に設置すること

と、各スカート計測時の高さを統一するためで

ある。次に、採取したデータは三次元計測ソフ

(8τ'L-Rugle)を用し、て角斡斤し、断面図より

裾断面積とノ一度数 (N)を計測し丸裾広が

り角度 (B)は正面、ンノレエットより右裾の水平

面との角度とした(図2)。

製作したフレアースカートをボディ

ト

ム

れている。
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図2裾広がり角度(B)とノード数(N)

図1フレアースカートのパ告ーン
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3.結果及び考察

3ー1素材開主

表 3に素材特性結果を示す。また、 KES

計浪l陥果のうち各生地のタテ地のデータにっし、

て、婦刈服地を対照としたモリソンの関係偏差

折線図に示した(図 3)。これより、 No.6は曲

げJ特性 (B，2HB)、せん断特性 (G、2HG，2HG5)

ともに最も高川直を示した。次に高し可直を示し

たのは No.lOであった。 No.3は曲げ特性につ

いてはあまり高し、値ではなかったが、せん時間寺

性において高い値を示した。 No.2、9は薄いや

わらかい生地で、曲げ、せん防静性ともに低い

値で、あった。しかし、引張り、圧縮直線性

低司RC)は高い値を示した。これも生地の薄

さが影響していると思われる。 ドレープ係数に

ついては、 KES計調H直との相関分析の結果、曲

け澗I}性 (B)、曲げヒステリシス (2HB)、せん

断剛性 (G)，8論告仕事量 (LC)と有意な相関関

係 (P<0.05)が見られた。特に曲明司J性 a)

と高い相関関係が見られたぼ戸0.89)。ドレー

プ特性同種々¢複合値であることがこの結果か

ら伺えた。

234567  

EMT 

B 

2HB 

G 
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2HG5 
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SMD 

俳句0.--9

T 

W 

図3 婦人ß~iÞ;を基準こした時の

本実購式料の素材開由吉果

表3素材特性結果

TENS BANO SHEAR SURFACE COMP 
T T&w w jlプド係レー数

LT wr RT EMT B 2HB G 2HG 2HG5 MIU MMD SMD LC V担 RC 

十} (N(crTI) (紛 (，) 。N/白G川M (N 
(Nノom)

(N (N 
(-) (一) (μ叫 (-) (N mcdm} /c (-) 。m吋 (mMgf/F! l(ー)

cmlcrr cm/cm cm/cm 

WART 。自16 26.75 51.28 17.74 0.0521 0.0.291 0.96 1.1.13 2.23 0.091 0.0380 4.855 
7.37 10.相B11 0.476 0.063 37.50 臥36悶

w，円 0.581 39.05 45.80 27.45 0.0407 0.0267 0.87 1.23 2.30 0.08ω 0.0370 5.240 

W岬 0.719 7.6ゆ 68.15 4.37 0.0086 0.0037 0.22 0.15 0.29 0.168 0.0291 4.800 
2 0.408 0.034 100.00 0.220 2.31 0.2102 
w，~ 0.588 16.81 51.02 11.66 0.0074 0.0041 0.21 0.13 0.15 0.172 0.0303 3.650 

WARP 0.703 4.75 70.10 0.0817 2.51 6.35 9.11 0.101 0.0258 6.335 
3 0.440 日日14 92.86 0.220 6.13 0.4175 

W巨打 0.837 4.90 71.00 0.0628 2.25 6.37 8.77 0.125 0.0225 zω。
WARP 0.128 7.74 68.99 4.34 0.0708 0.0669 1.46 0.67 7.21 0.223 0.0241 3.155 

4 0.448 0.123 76.98 目印 5.93 0.4807 
眠円 0.865 3.6に3 日5.14 1.71 0.0538 0.0570 1.76 1.13 8.45 0.202 0.0217 2.945 

WARP 0.530 6.81 57.55 5.25 。.1672 日.1297 0.38 0.91 1.45 0.291 0.0311 9.155 
5 0.437 0.330 37.39 0.950 11.17 0.4849 

w，円 0.507 14.80 48.01 11.91 日.1375 0.1200 0.31 1.13 1.35 0.233 0.0278 8.130 

W日 p 0.849 15.73 41.74 7.56 0.5050 0.3071 5.38 5.59 14.46 0.084 0.0263 5.555 
a 0.148 0.259 27.27 0.65同D 9.54 0.8764 

w，寸 0.777 10.73 48.40 5.64 0.4759 0.2857 4.55 6.42 12.35 0.09。0.0396 8.530 

7障害 0.638 12.05 48.78 7.71 0.0402 0.0297 0.67 1.18 2.60 0.155 0.0263 6.200 
0.263 0.087 51.69 0.230 4.08 0.5299 

0.764 10.24 52，15 5.47 0.0340 0.0285 0.63 1.13 2.48 0.129 0.0249 3.380 

WARP 0.622 8.50 72.35 5.47 0.0583 0.0205 0.54 0.55 1.13 0.122 0.0309 5.805 
8 0.376 0.128 52.34 0.550 8.46 0.3744 

w，寸 0.615 15.20 62.83 9.8B 0.0493 0.0156 0.48 0.73 1.10 0.141 0.0275 6.885 

WARP 0.570 18.40 55.43 12.91 0.Q125 0.0079 0.26 0.18 0.25 0.147 0.0239 3.555 
9 0.282 【).088 52.27 0.200 2，25 0.3401 
wm  0.720 8.50 51.55 4.47 0.0105 0.0069 0.25 0.18 0.23 0.166 0.0273 4.665 

W叩 0.800 2.00 62.50 1.00 0.2845 0.2823 1.93 3.40 8.68 0.212 0.0584 7.515 
10 0.506 日195 45.64 。750 11.35 0.6604 

w，昨 0.763 14.85 50.17 7.78 0.2403 0.2619 1.68 3.75 9.38 0.178 0.0242 12.985 

59 



しいものもあり、すべて整数値としたため、裾

断面積と有意な相関は見られなかったが、裾断

面積小さくなるほどノード数多くなる傾向がみ

られた。

以上の結果より、三次元人体計測システムを

用いてのスレアースカートシルエット形状の計

測は、簡単でしかも正確に形状を計調lけること

が可能であり、計測の有用性が確認できたとと

考えられる。今後はノード数の音問u方法につい

ての検討が必要だと思われる。

たて ハイヤス

一|冨(百c刷d面菅)裾広度「〈が8り))角 ノ(州ード)数
裸断面積裾度広歯が"り、)角 ノ Nド)敏

((cG同a〕)()(() 

1 1051.44 " 8 960.11 81 8 

2 864.31 84 9 882.58 87 12 
3 959.58 " 9 1088.49 85 g 

4 999.17 82 8 971.19 85 10 
5 968.88 87 8 993.43 79 7 

6 1331.29 77 7 1402.78 80 8 

7 1058.13 86 9 1003.50 86 g 

8 940.35 84 8 935.00 85 8 

9 1011.46 85 9 日50.11 84 11 
10 1253.16 82 9 1255.60 80 8 

表4フレアースカート形状計測結果

、 ¥υ/HL.¥¥( ， 
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図4フレアースカートシルエッ卜と断重合図の例

3-2スカート形状

図 4にNo.2，6の前面のシノレエット図と断面

重合図を示す。これより、 2つのフレアースカ

ートシルエットや断面形状の違いを確認するこ

とができる。表4にスカート形状結果を示す。

図 5に裾断面積のグラフを示した。 NO.6がタ

テ地、バイヤス地共に最も裾断面積が大きくな

り、続いてNo.lOであっfこ。最も裾断面積が小

さかったのは No.2であった。タテ地とバイヤ

ス地での裾断面積は、タテ地の方が大きいもの、

バイヤス地の方が大きいもの、ほぼ同じ大きさ

のものと生地によって異なり、有意な差は見ら "ー吋.醐"
R'= 03967 . 

• 
. • 

1削

13QO 

四

回

醐
PE)一
輝
昭
盗
噂

れなかった。図6に裾断面積と裾広がり角度の

関係を示す。あまり高し激値ではないが有意な

相関関係 (p<0.01)が見られtco

90 

図6裾断面積と裾広がり角度の関係

-
芯

• • 
80 85 
裾広がり角度(') 

. 
900 

即日

" 

これより、

裾広がり角度が大きくなると裾断面積は小さく

なることが確認で、きfロ裾広がり角度が大きく

なることは、布が垂直に垂れ下がっていくこと

を意味している。ノード数については判断の難
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加しでも相関係数はあまり変わらず、ほとんど

曲げ特性と重さで説明することができ、

での研究報告1)と同様の結果を得ることができ

た。

以上の結果より、三次元人体計測装置によっ

て得られたフレアースカートシルエット形状と

素材特性の関係は、これまでの報告とほぼ同様

の結果を得ることができた。今後は三次元人体

計測装置で異なる衣服での形状計測を試み、素

材との関係を明らかにするとともに、素材の段

噛での形状予測を行うことによって、異なる素

材での衣月隊基イ乍におけるパターン段階での修E

方法の確立へ繋げてし、きたし九

これま

語樺

三次元計測に協力し、ただいた、文化・腕騎手

態備宅研究所の伊藤由美子先生、中込美代子先

生に感謝申し上げます。

素材特性とスカートシJレエットの関係

表5に曲げ、せん断、ドレープ係数と裾断面積

との相関行列を示す。これより、曲げ、せん断

特性については、タテ地よりバイヤス地の方が

梱断面積との相関が高かったが、 ドレープ係数

はタテ地もバイヤス地も同様に高し、相関関係が

見られ7こや具榊切こは、バイヤス地の裾断面積

はすべての素材特性と有意な (p<0.05)相関関

係がみられfぉタテ地じて裾断面積は、曲け'JiulIJ性

(B)、曲げヒステリシス (2HB)、せん断剛性

(G)、 ドレープ係数で有意な (pく0.05))相関

関係がみられた。表6に風合いの検討によく用

いられている力学的パラメータに変換して柁関

行列を求めた結果を示した。曲げ特性と重量と

のパラメータがタテ地バイヤス地の両裾断面積

に対して最も高い有意な (p<O.Ol)相関関係を

示した。特に S.["BIWが最も高い相関係数を示

フレアースカートのドV~プは布が自重

で垂れ下がることによって形成されるため、重

回帰式によってせん断特性を説明変激として追

3-3 

した。

表5裾断面積と曲げ、せん断司柑生、ドレープ係数との相関関係
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M
M
M
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8
7
8
8
8
9
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爾盲曹
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0.873 
0.874 
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0，932 

ホホ

p<日05

目 制 叩G5(T)間刑事

0.698 0.802 0.738 0.919 
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0.706 0.802 0.778 0.892 
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0.886 0.949 0.884 0.825 
0.871 0.966 0.916 0.813 
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単相関

盲胃T
B(Y) 
2HB付〉
2HB(Y) 
G(T} 
G(Y) 
2HG的
2HG(Y) 
2HG5η 
2HG5(Y) 
ドレプ係数
裾断酒積(T)

B 柿

表6裾断面積と力学的パラメ-告との相関関係

γ附T)J品 川 )2HB九η2Hふりー〈fpsr酬川占品開 2Hふり裾将積句2
0，987 0.957 0.963 0，619 0.559 0.549 0.613 0.880 0.956 

林 0.912 凹 29 0.552 0.491 0.437 0.500 0.900 0.936 
..  本寧 ー 0.996 0.652 0β06 0.636 0.696 0，828 0，933 
林林判 0.626 0.578 0.597 0.655 0.849 0.937 

本一 0.9田 0.823 0.851 0.577 叩

岬 0.7防 O脚 目19 山

神 神 0.990 0.435 0.657 
榊柿神戸 0.478 0.696 

0.916 
ホ*榊ー

キキ p(O.Ol * p<O.O~ 

* 

キ

*

榊

岬

単相関

守罰百
'.[8川'".rZH8/W(T) 
.rZH81W(Y) 
3.rGlWtn 
3.rGIWM 
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